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ガイドの見方
クイックスタートガイドで使用する記号とその内容について説明します。

記号 内容 例

知っておく必要のある内容を記載
しています。

メニュー [表示 ]→ [ コメント表示 ]( キー +

キー ) を選択すると，コメントの表示／非表示を
切り換えることができます。

参照マニュアルや詳細を記載して
いるページを紹介しています。

下記マニュアルを参照してください。

QnUCPU ユーザーズマニュアル (機能解説・
プログラム基礎編 )
：SH-080802

用語の説明を記載しています。 デバイス：シーケンサ内でON/OFF または数値，文字
列データを記憶しておく場所です。

作業を行う上で必ず注意する事項
を記載しています。

ユニットを取り付けるときは，必ず電源を遮断してくだ
さい。

[ ]
メニューバーのメニュー名
（[ ] → [ ] はドロップダウンメ
ニューを示す）

メニュー [プロジェクト ]→ [ 新規作成 ]

画面のボタン ボタン

キーボードのキー キー

( )
ドロップダウンメニューに対応す
る別手順（アイコンやキーボード
のキー）

メニュー [オンライン ]→ [ モニタ ] → [ モニタモード ]

（ キー）（ ）

< > 画面のタブ名 ＜プログラム共通＞タブ

Point

参考

用語
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はじめに
クイックスタートガイドでは，三菱電機シーケンサMELSEC-QシリーズCPUユニット（以下CPU
ユニット）を初めて使用する場合の基本的な導入手順を，わかりやすく説明しています。
これ 1冊でシーケンサの使い方を簡単に理解することができます。

参考

●使用上の注意事項
シーケンサを安全に使用するために，QCPUユーザーズマニュアルの「安全上のご注意」を
よく読んだ上で，使用してください。

●使用するCPUユニットのタイプについて
クイックスタートガイドはユニバーサルモデルQCPUを使用する例を記載しています。ほかの
CPUユニットを使用する場合は下記マニュアルを参照し，相違点に注意してください。

QCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）：SH-080472

Qn(H)/QnPH/QnPRHCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）：
SH-080803

QnUCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）：SH-080802

MELSEC-Q/L プログラミングマニュアル（共通命令編）：SH-080804

クイックスタートガイドは，「 システムを構成する」(P.9) に示すシーケンサシステムでの
操作を前提としています。
実際にシステムを設計／運用する場合には，下記ページで紹介しているマニュアルを必ずお
読みください。

「関連マニュアルの紹介」(P.6)

クイックスタート
ガイド

ユニットの装着や配線

動作確認

プログラムの作成

AC100V
DC24V

（Y10）

（Y1E）

（Y1F）

0

3

X1X0

X2

2
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シーケンサとは
シーケンサとは，入力機器の指令信号のON/OFF に応じて，出力機器の出力をON/OFF することに
より，シーケンス制御（順序操作）や，論理演算を行うシステムです。

上記の入力機器，出力機器のほかにも，以下のようなものがあります。

電　源 電　源

＜入力機器＞ ＜シーケンサ＞ ＜出力機器＞

押しボタン
スイッチ

入力ユニット

演算部入
力
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

出
力
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

メ
モ
リ

CPUユニット 出力ユニット

データ

プログラム

パソコン

プログラム作成
デバックQY40PQX40

24VDC
4mA

NC

24VDC
0 . 1A

12VDC

＜入力機器の例＞

リミットスイッチ 入力リレー 切替スイッチ

＜出力機器の例＞

コンタクタ 電磁弁
（ソレノイドバルブ）
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用語

シーケンス制御 ：あらかじめ定められた順序，手続きに従って制御の各段階を逐次進め
ていく制御です。

論理演算 ：プログラミングにおける最も基礎となる演算方式の 1つです。
論理演算の基本となる演算には「論理積」(AND)，「論理和」(OR)，
「否定」(NOT) の 3種類があります。

リミットスイッチ：移動装置の両端などで，安全のため移動体を停止させたいときなどに
使用するスイッチです。

リレー ：電気的に開閉動作を行うことで，電気を遮断したり導通させたりする
ものです。

コンタクタ ：一般的に電磁接触器といい，電路の遮断，ヒータの開閉などに使用さ
れます。

電磁弁（ソレノイドバルブ）：直流あるいは交流の電磁石で弁の開閉を行う機器です。
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■ シーケンサ実用例
シーケンサの実用例として，飲料工場のシーケンサシステムを紹介します。

シーケンサシステムを使って，ケースの中に瓶を入れる作業の流れを説明します。

①開始スイッチをONすると「稼働中」ランプが点灯し，コンベアが作動します。
②コンベアが作動し，瓶ケースが特定の位置に到達すると，センサが感知します。
③センサが感知すると，停止板が上がり，瓶ケースが止まります。
④リフターが上昇，アームが前進，リフターが下降し，瓶がケースの中に入ります。
⑤製造個数カウンタの値が１つ増えます。
⑥以上の工程が完了したことをCPUユニットが判断すると，停止板が下がり，ケースが流れます。

※②～⑥の工程を繰り返します。

④リフター ④アーム

①ランプ

①コンベア ②センサ

⑥CPUユニット

⑤製造個数
　カウンタ

①開始スイッチ

③⑥停止板
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関連マニュアルの紹介
クイックスタートガイドでは，シーケンサの基本的な導入手順を紹介しています。
各ユニットを十分に活用するために，目的に応じて，以下のマニュアルをお読みください。

■ シーケンサについて詳しく知りたいとき

■ プログラミングについて知りたいとき

■ プログラミングツール（ソフトウェア）について知りたいとき

マニュアルのPDFを三菱電機 FAサイト（www.MitsubishiElectric.co.jp/fa）からダウンロードで
きます。

●QCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）. . . . . . . . . . . SH-080472
CPUユニット，電源ユニット，ベースユニットの仕様や設置，保守点検方法などを説明し
ています。

●Qn(H)/QnPH/QnPRHCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）
 . . . . . . . . . . SH-080803

●QnUCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編） . . . . . . . . . . SH-080802
CPUユニットの機能について説明しています。
また，プログラミングに必要な基礎知識であるデバイスやパラメータについて説明してい
ます。

●ビルディングブロック入出力ユニットユーザーズマニュアル . . . . . . . . . . . . . . SH-080024
入力ユニット，出力ユニットの仕様，機能について説明しています。

●MELSEC-Q/L プログラミングマニュアル（共通命令編）. . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080804
プログラムで使用する命令について説明しています。

●はじめようGX Works2（シンプルプロジェクト編）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080733
はじめてGX Works2 を使用する方のために，シンプルプロジェクトでのプログラム作成
から編集，モニタなどの基本的な操作方法について説明しています。

●GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル（共通編 ) . . . . . . . . . . . SH-080730
GX Works2 のシステム構成や，パラメータ設定，オンライン機能の操作方法など，シン
プルプロジェクトと構造化プロジェクトに共通な機能について記載しています。
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シーケンサを使ってみよう

シーケンサは次のような手順で導入します。

「 作業を行う前に」(P.8)
必要な機材を準備します。

「 システムを構成する」(P.9)
クイックスタートガイドの作業で使用する機材を紹介します。

「 ユニットを装着する」(P.10)
CPUユニットやほかのユニットをベースユニットに装着します。

「 ユニットの配線を行う」(P.11)
電源ユニット，入力ユニット，出力ユニットの配線を行います。

「 電源が正常に入るか確認する」(P.13)
システムの電源を入れて，CPUユニットの状態を確認します。

「 プログラミングする」(P.14)
GX Works2 で，プログラムを作成します。

「 プログラムを書き込む」(P.20)
GX Works2 で作成したプログラムを，CPUユニットに書き込みます。

「 動作を確認する」(P.23)
CPUユニットをRUNさせ，プログラムを実行します。また，入力の
ON/OFF に応じて，出力がON/OFF することを確かめます。
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作業を行う前に 
■ 使用する機材を準備する

＊あらかじめ，パソコンにGX Works2 をインストールしておいてください。
クイックスタートガイドでは，GX Works2 Version 1.576A をインストールした例で説明します。

参考

●シーケンサの設定や , シーケンスプログラムの作成には，三菱電機シーケンサの設計・保守ツー
ルであるGX Works2 が必要です。

●GX Works2 の詳しい操作方法については，下記マニュアルを参照してください。

はじめようGX Works2（シンプルプロジェクト編）：SH-080733

GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル（共通編）：SH-080730
●GX Works2 のバージョンについて
使用するCPUユニットおよびそのCPUユニットで使用できる機能などは，GX Works2 の
バージョンにより異なります。
GX Works2 の対応バージョンについては，下記マニュアルを参照してください。

QCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）：SH-080472

用語

GX Works2： シーケンスプログラムの設計・デバッグ・保守を行うためのプログラミングツー
ルです。

⑤ランプ ⑥スイッチ

①シーケンサ ②パソコン ③GX Works2

④USB ケーブル

各ユニットについては Windows パソコン

USB miniB タイプ

次ページにて説明

インストール *
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システムを構成する
■ システム構成例

クイックスタートガイドでは，以下に示すシステム構成を例に挙げて説明します。

入力をスイッチ，出力をランプとして構成します。

＊電源ユニットおよび入出力ユニットの電源への配線は省略しています。

No. 名　称 形　名 説明

① ベースユニット Q33B 電源ユニット，CPUユニット，入出力
ユニットなどを装着するユニットです。

② 電源ユニット Q62P
CPUユニット，出力ユニットなど各ユ
ニットに電気を供給するためのユニッ
トです。

③ CPUユニット Q02UCPU シーケンサの制御を統括するユニット
です。

④ 入力ユニット QX40
入力機器と接続するユニットです。こ
の例では，スイッチ 1～ 3と接続しま
す。

⑤ 出力ユニット QY40P 出力機器と接続するユニットです。こ
の例では，ランプ 1～ 3と接続します。

⑥ 接続ケーブル
（USBケーブル）

MR-J3USBCBL3M 
(USB A タイプ -USB mini B タイプ )

GX Works2 をインストールしたパソコ
ンとCPUユニットを接続します。

スイッチ（入力） ランプ（出力）シーケンサ

QY40P
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

COM

QX40
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

COM

F

24VDC
4mA

24VDC
0 . 1A

12VDC
NC
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ユニットを装着する
準備したユニットをベースユニットに取り付けます。

CPUユニットを初めて使用する場合は，バッテリコネクタの装着が必要です。

■ ユニットを装着する

ユニットを取り付けるときは，必ず電源を遮断してください。

Point

●CPUユニットへのバッテリの装着方法

ベースユニット
ユニット

側面図

側面図

ユニット 
固定用突起

ユニット 
固定用突起

ベース
ユニット

ユニット 
固定穴

①ユニット固定用突起を
　ベースユニットのユニット
　固定穴に挿し込む

②ユニット固定穴を支点に，
　矢印方向に押して，カチッ
　と音がするまで挿し込む

完了

ユニット
ユニット 
固定穴

①CPUユニット底部のカバーを
　開ける

②バッテリ側コネクタをCPU
　ユニット側コネクタに，
　方向を確認して挿し込む

③CPUユニット底部のカバーを
　閉じる

CPU
ユニット側
コネクタ

バッテリ側
コネクタ バッテリ

CPUユニット

②

③

①

完了
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ユニットの配線を行う
電源ユニット，入力ユニット，出力ユニットの配線を行います。

■ 電源ユニットへの配線をする
ベースユニットへの電源線，接地線の配線例を以下に示します。

接地は，感電，誤動作を防止するために行う配線です。

■ 入力ユニットへの配線をする
入力ユニット (QX40) への配線例を以下に示します。

ユニットの配線を行うときは，必ず電源を遮断してください。

参考

配線についての注意事項の詳細については，下記マニュアルを参照してください。
QCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）：SH-080472

ERR

24V

24VDC
0.5A

24G

(FG)

(LG)

N

L

INPUT

～

ERR

②FG
②LG

①INPUT
100-120VAC

①電源入力端子に
　AC100Vの交流
　電源を接続

②LG,FG端子を接地

電源ユニット
(Q62P)

接地線
接地

AC100V

AC

ERR

24V

24VDC
0.5A

24G

(FG)

(LG)

N

L

INPUT

16
17
18

15
14
13
12
11
10
9
8
7
5
5
4
3
2
1

0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

COM

F

QX40

スイッチ1
信号：X0

スイッチ2
信号：X1

スイッチ3
信号：X2

＋

-

～

24VDC
4mA

NC



12

■ 出力ユニットへの配線をする
出力ユニット (QY40P) への配線例を以下に示します。

Point

入出力電源とシーケンサ電源は，下図のように，系統を分離して配線を行ってください。

用語

絶縁トランス：複巻トランスのことです。一次コイルと二次コイルが別々に巻かれており，二
次側負荷を保護する場合に使用します。

制御盤 ：遮断機・開閉器・保護装置・継電器・リレー・シーケンサ等を組み合わせ，ス
イッチやセンサの信号を取り込んで，機械や装置のモータやソレノイドバル
ブに電気を供給し駆動させ，他の装置へ信号を受渡したりする盤のことです。

ERR

24V

24VDC
0.5A

24G

(FG)

(LG)

N

L

INPUT

16
17
18

15
14
13
12
11
10
9
8
7
5
5
4
3
2
1

0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

QY40P

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

COM

24VDC
12VDC

＋

ー

L

ランプ1
信号：Y10

L

ランプ2
信号：Y1E

L

ランプ3
信号：Y1F

～

0 . 1A

AC100V
AC200V

主電源 中継端子台

シーケンサ
電源

シーケンサ

入出力機器

絶縁
トランス

制御盤内

入出力電源
T1
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電源が正常に入るか確認する
システムの設置，ユニットの取付け，配線をした後に，電源が正常に入ることを確認します。

操作手順

1. 電源を入れる前の確認
・電源の配線
・電源電圧

2. CPUユニットを STOP状態に設定
CPUユニット前面のスイッチを STOP状態にします。

3. 電源を投入

4. 電源が正常であるかを確認
各ユニットの前面 LEDを確認する
正常な状態のときのLED表示を下記に示します。
　① 電源ユニット：   「POWER」LEDが緑色点灯
　② CPUユニット： 「MODE」LEDが緑色点灯
パラメータまたはプログラムが CPU ユニットに
書き込まれていないと，「ERR.」LED が赤色点滅
しますが，この段階では問題ありません。
プログラムを書き込むと消灯します。

 「 プログラムを書き込む」(P.20)

以上で，システムの構築が完了しました。
ここで，一度電源を切ってください。

Point

●電源を投入しても電源ユニットの「POWER」LED が消灯している場合は，電源の配線，装着
が正しく行われているか確認してください。

●CPU ユニットの「BAT.」LED が点滅している場合は，バッテリが正しく接続されているか確
認してください。

用語

パラメータ：シーケンサシステムを動作させるために必要な設定情報のことです。CPUユニッ
トに書き込むことでシーケンサシステム内の各ユニット，およびネットワークの
設定ができます。

RESET/STOP/RUN

7

① ②
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プログラミングする
シーケンス制御を行うプログラム（シーケンスプログラム）を，作成してみましょう。

■ プログラミングするときに使う「デバイス」「命令記号」
シーケンスプログラムは，「デバイス」,「命令記号」を組み合わせて作成します。

1. デバイス
デバイスには，ビットデバイス , ワードデバイスの 2種類があります。
①ビットデバイス：1ビット分の情報（スイッチのON/OFF，ランプの点灯／消灯など）を扱うデバ

イス

ビットデバイスの具体例

②ワードデバイス：16ビット分の情報（数値，文字列など）を扱うデバイス

ワードデバイスの具体例

デバイス名 デバイス記号 内容
入力 X 外部機器（スイッチなど）からの信号を受け取るデバイス
出力 Y 外部機器（ランプなど）へ信号を出力するデバイス
内部リレー M プログラムの中で，状態を一時的に記憶するデバイス

タイマ（接点） T 時間を計測するときに使用するデバイス
（設定時間になると，接点がONする。）

カウンタ（接点） C 入力条件がOFF →ONになる数をカウントするときに使用するデバ
イス（カウントが設定数になると，接点がONする。）

デバイス名 デバイス記号 内容
データレジスタ D 数値や文字列を格納するレジスタ

タイマ（現在値） T 時間を計測するときに使用するデバイス
（計測する時間の現在値を格納する。）

カウンタ（現在値） C 入力条件がOFF →ONになる数をカウントするときに使用するデバ
イス（計測するカウント数の現在値を格納する。）

用語

デバイス ：シーケンサ内でON/OFFまたは数値，文字列データを記憶しておく場所です。
内部リレー ：シーケンス回路でON/OFF 動作を行い，シーケンス回路を遮断したり導通さ

せたりするデバイスです。
接点 ：シーケンスプログラムの作成で使用する入力です。

・スイッチのON/OFF ・ランプの点灯／消灯

・数値 ・文字列
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2. 命令記号
シーケンス制御を行う基本的な命令を，下記に示します。

■ 今回作成するプログラム
実際にシーケンスプログラムを作成しましょう。

ここでは，シーケンス制御の基本的なデバイスと命令記号を使って，シーケンスプログラムを作成し
ます。

以下のデバイスと命令記号を使用します。

・入力：「X」デバイス

・出力：「Y」デバイス

・命令記号： ， ，

以下の制御を行います。

・スイッチ X0と X1を ONすると，出力ランプ Y10 が点灯します。

・スイッチ X2を ONすると，出力ランプ Y1E と Y1F が消灯します。

命令記号 内容

a接点：入力信号がONのとき，導通する。

b接点：入力信号がOFFのとき，導通する。

コイル出力：指定されたデバイスへ出力する。

用語

コイル : シーケンスプログラムの作成で使用する出力のことです。

参考

ここでは，最も基本的なデバイスと命令を紹介しています。
上記のほかにも，シーケンス制御を行うための便利なデバイスや命令があります。

MELSEC-Q/L プログラミングマニュアル（共通命令編）：SH-080804

Q Y40P
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0
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4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

COM
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0 . 1A

12VDC

QX40
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F
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7
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9

A

B

C

D

E

COM

F
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24VDC
4mA

X0

X1

X2

Y10

Y1E

Y1F
<Y10>

<Y1E>

<Y1F>

[END]

0

3

6

X1X0

X2
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では，このシーケンスプログラムを作成する手順を説明します。

■ GX Works2 を起動する

操作手順
① Windows® のスタート*1 → [MELSOFT] →
[GX Works2]*2 → [GX Works2] を選択

*1 [ スタート画面 ]→ [ すべてのアプリ ]または [ス
タート]→ [すべてのプログラム]/[すべてのアプ
リ ]から起動します。

*2 Windows® 8 以降では表示されません。

起動後，GX Works2 のメイン画面が表示されま
す。

■ 新規プロジェクトを作成する
プロジェクトは，プログラム，デバイスコメント，パラメータなどで構成されます。

操作手順
① メニュー [プロジェクト ]→ [ 新規作成 ]を選択

② QCPU（Qモード）を選択

③ 使用するQCPUを選択 (ここではQ02UCPU)

④ ボタンをクリック

プロジェクトのツリーと回路画面が表示されま
す。

①

①

回路画面

プロジェクトのツリー
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■ シーケンスプログラムを入力する

操作手順

1. を入力
①入力位置をクリックし，「X」を入力
②回路入力画面で「0」を入力し ボタンを
クリック

2. を入力
①「X」を入力
②回路入力画面で「1」を入力し ボタンを
クリック

3. を入力
①「Y」を入力
②回路入力画面で「10」を入力し ボタン
をクリック

コイルY10が表示されます。

4. を入力
① をクリック

②デバイス「X2」を入力し ボタンをク
リック

5. を入力
①「Y」を入力
②回路入力画面で「1E」を入力し ボタン
をクリック

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②
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コイル Y1Eが表示されます。

6. 罫線を引く
①入力位置をクリックし  +  に続いて

 +  

7. を入力
①「Y」を入力
②回路入力画面で「1F」を入力し ボタン
をクリック

コイルY1Fが表示されます。

■ プログラムを変換する
入力した回路ブロックの内容を確定します。

操作手順
① メニュー [変換／コンパイル ]→ [ 変換 ] を選択

変換を実施すると入力した回路が整えられ，完了する
と画面のグレー表示が白色になります。

[変換前 ]

[ 変換後 ]

これで，プログラミングが完了しました。

①

①
②

①

回路が左詰めに整えられる

Point

以下のショートカットキーを使って罫線を編集
することもできます。

編集 ツール
バー ショートカットキー

罫線書込

罫線入力
＋

＋ ／

横線入力
＋ ／

横線連続
入力 － ＋ ＋ ／
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■ プロジェクトを保存する
作成したプログラムはプロジェクト単位で保存します。

作成したプロジェクトに名前を付けて，保存しましょう。

操作手順
① メニュー[プロジェクト ]→ [ 名前を付けて保存 ]
を選択

「プロジェクトの名前を付けて保存」画面が表示され
ます。

② 保存する場所を指定

③ ファイル名，タイトルを入力

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

これで，プロジェクトの保存が完了しました。
①

②

③ ④

⑤
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プログラムを書き込む
作成したプログラムを，CPUユニットに書き込みます。

■ CPUユニットとパソコンを接続する
CPUユニットとパソコンのUSBポートをUSBケーブルで接続します。

■ シーケンサの電源を入れる
電源ユニット , 入力ユニット，出力ユニットの電源を入れます。

■ GX Works2 とシーケンサの接続を設定する

操作手順
① [接続先 ]をクリック

② 接続先データ名をダブルクリック

「接続先設定」画面が表示されます。

③「シリアルUSB」をダブルクリック

「パソコン側 I/F シリアル詳細設定」画面が表示さ
れます。

④「USB」を選択

⑤ ボタンをクリック

⑥「CPUユニット」をクリック

⑦「他局指定無し」をクリック

パソコン CPUユニット
QY40P
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

COM

24VDC
0 . 1A

12VDC

QX40
0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

COM

F

NC

24VDC
4mA

②

①

③

④
⑤

⑥

⑦
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⑧ ボタンをクリック

正常に接続した場合は接続完了の画面が表示され
ます。

⑨ ボタンをクリック

⑩ ボタンをクリック

これで，接続設定が完了しました。

■ CPUユニットをフォーマットする
CPUユニットを初期状態にするため，プログラムを書き込む前にCPUユニットをフォーマットしま
しょう。

操作手順
① メニュー [ オンライン ] → [PC メモリ操作 ] →
[PCメモリフォーマット ]を選択

「PCメモリフォーマット」画面が表示されます。

② 対象メモリの中から「プログラムメモリ」を選択

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

これで，CPUユニットのフォーマットが完了しま
した。

 ボタンをクリックして，「PC メモリ
フォーマット」画面を閉じてください。

⑧

⑨

⑩

Point

手順⑧の後に下の画面が表示される場合は，
USB ドライバが正しくインストールされている
か，または正しい接続ケーブル（USBケーブル）
を使用しているかを確認してください。
USBドライバのインストール方法については
下記を参照してください。

GX Works2 Version 1 オペレーティ
ングマニュアル （共通編）：SH-
080730

②

③

Point

既にプログラムやパラメータなどのデータが
CPU ユニット内にある場合は，プログラムやパ
ラメータが消えてしまうため，PCメモリフォー
マット前に必要なデータをPC読出してプロジェ
クト保存するなどしておいてください。

④

⑤
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■ CPUユニットにプログラムを書き込む

操作手順
① メニュー [オンライン ]→ [PC書込 ] を選択

「オンラインデータ操作」画面が表示されます。

② をクリック→「プログラム」と
「パラメータ」にチェックが入ります

③ をクリック

PC書込が正常に完了すると，以下の画面が表示さ
れます。

④  をクリック

これで，プログラムの書込みが完了しました。

 をクリックして，「オンラインデータ操
作」画面を閉じてください。

①

②

③

④
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動作を確認する
CPUユニットに書き込んだプログラムを実行し，動作を確認します。
プログラムの動作確認は，スイッチ・ランプで行うか，GX Works2 のモニタ機能で行います。

■ シーケンサに書き込んだプログラムを実行する
操作にはCPUユニット前面の [RESET/STOP/RUN] スイッチを使用します。
[RESET/STOP/RUNスイッチの用途 ]
・RUN : シーケンスプログラムの演算実行
・STOP : シーケンスプログラムの演算停止
・RESET : ハードウェアリセット , 演算異常発生時のリセットと演算の初期化など

操作手順

1. CPUユニットのリセットを実行

参考

「ERR.」LED が消灯しない場合は，下記マニュアルを参照してください。

QCPUユニットユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）：SH-080472

「RESET/STOP/RUN」
スイッチ

[リセット前のLED 表示]

②CPUユニット前面の「RESET/STOP/RUN」スイッチを「RESET」側に倒します（1秒以上）。

①リセット前のLED状態を確認します。

③「ERR.」LED点滅後，「ERR.」LEDが消灯してから手を離します。

[リセット中]

[リセット完了の状態]

④スイッチが「STOP」位置に戻り，リセットが完了します。

MODE: 緑色 点灯
RUN : 消灯
ERR.: 赤色 ゆっくり点滅

MODE: 緑色 点灯
RUN : 消灯
ERR.: 赤色 早く点滅

MODE: 緑色 点灯
RUN : 消灯
ERR.: 消灯

1秒以上押さえる
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2. プログラムの実行

■ スイッチ，ランプを使って，動作を確認する
スイッチのON/OFF，ランプの点灯／消灯でプログラムの動作を確認します。
プログラムの実行直後，すべてのスイッチ（X0，X1，X2）がOFFのときは，作成したプログラム
の命令によって，出力ランプ Y10 が消灯，出力ランプ Y1Eと Y1F が点灯しています。

1. 動作確認 1
スイッチ X0を ONします。→出力ランプ Y10 は消灯したまま，出力ランプ Y1E と Y1F は

点灯したままの状態です。

2. 動作確認 2
スイッチ X1を ONします。→出力ランプ Y10 が点灯します。

3. 動作確認 3
スイッチ X2を ONします。→出力ランプ Y1E と Y1F が消灯します。

スイッチを操作する際にドライバなど先のとがった道具を使用しないでください。
破損するおそれがあります。

①CPUユニットの「RESET/STOP/RUN」スイッチを「RUN」側に倒します。
STOP状態時のLED表示

②「RUN」LEDが緑色点灯すれば，正常にプログラムが実行しています。
RUN状態時のLED表示

MODE: 緑色 点灯
RUN : 消灯

MODE: 緑色 点灯
RUN : 緑色 点灯



25

■ GX Works2 で動作を確認する
GX Works2 の画面上でスイッチ，ランプの状態を操作，確認できるモニタモードを使用してプログ
ラムの動作を確認します。

操作手順

1. 動作中のプログラム表示画面をモニ
タモードにする
メニュー[オンライン ]→ [ モニタ ]→ [ モニタ開
始（全ウィンドウ）]を選択

モニタを実行すると，「モニタステータス」画面が
表示されます。

回路画面上でビットデバイスのON/OFFの状態が
わかるようになります。
ONしている接点／出力が青色になります。
プログラムの実行直後はプログラムの命令により
ビットデバイスX2，Y1E，Y1F が青色点灯してい
ます。

2. 動作確認 1
① キーを押しながら X0 をダブルクリッ
ク→ X0が ONします

3. 動作確認 2
② キーを押しながら X1 をダブルクリッ
ク→ X1が ONし，Y10が点灯します

4. 動作確認 3
③ キーを押しながら X2 をダブルクリッ
ク→ X2が OFFし，Y1Eと Y1F が消灯します

青色表示
青色表示

Point

動作確認 1・2でONさせたデバイスは，もう一
度 キーを押しながらダブルクリックする
ことで，OFF することができます。

青色表示

①

青色表示 青色表示

②

消灯 消灯③
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よく使う機能

GX Works2 で，よく使う機能を紹介します。

プログラムをわかりやすくする＜コメント＞ (P.27)

デバイスコメントの作成操作

ステートメントの作成操作

ノートの作成操作

デバイスの値や状態をモニタする＜デバイスモニタ＞ (P.32)

デバイス一括モニタ

デバイス登録モニタ

デバイスの値を変更する＜デバイステスト＞ (P.35)

ビットデバイスの強制ON/OFF

ワードデバイスの現在値変更

実行中のプログラムを変更する＜RUN中書込＞ (P.37)

エラー内容を確認する＜エラー JUMP＞ (P.38)

PC診断

エラー JUMP

システム状態をモニタする＜システムモニタ＞ (P.40)
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プログラムをわかりやすくする＜コメント＞
コメントを入れると，プログラムの内容がわかりやすくなります。

コメントには次の 3種類があります。

種類 内容 最大文字数 (全角 )

デバイスコメント デバイスごとの役割や用途を記載します 16

ステートメント 回路ブロックに対して役割や用途を記載します 32

ノート 出力命令に対して役割や用途を記載します 16

Point

メニュー [表示 ] → [ コメント表示 ]( キー + キー ) を選択すると，コメントの
表示／非表示を切り換えることができます。

ステートメント

デバイスコメント ノート
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■ デバイスコメントの作成操作
デバイスコメントを作成する操作には，一覧表から入力する場合と回路図から入力する場合がありま
す。

＜一覧表からの入力操作＞

① プロジェクト一覧のメニュー [ グローバルデバイ
スコメント ]をダブルクリック

②「デバイス名」にコメントを作成するデバイスの先
頭番号を入力し  キー

③「コメント」欄にコメントを入力
※他のデバイスのコメントを入力するときは，②，
③を繰り返します。

④ をクリックして画面を閉じる

＜回路図からの入力操作＞

① メニュー [ 編集 ] → [ 文書作成 ] → [ デバイスコ
メント編集 ]を選択

② コメントを入力する回路図記号をダブルクリック

③「コメント入力」画面にコメントを入力

④ ボタンをクリック

⑤ 操作を終了するときは，①の [ デバイスコメント
編集 ]メニューを再度選択

①

②

③

④

①

②

③ ④
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回路を作成するときにコメント入力するには

① メニュー [ツール ]→ [ オプション ]を選択

②「プログラムエディタ」→「ラダー /SFC」→「回
路入力」をクリック

③「ラベルコメント，デバイスコメントを続けて入力
する」にチェック

④ ボタンをクリック

回路入力操作をした後，続いて「コメント入力」画
面が表示され , コメント入力が行えるようになり
ます。

①

②

③

④
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■ ステートメントの作成操作

操作手順
① メニュー [ 編集 ] → [ 文書作成 ] → [ ステートメ
ント編集 ]を選択

② ステートメントを入力する回路図記号をダブルク
リック

③「一体」を選択

④ ステートメントを入力

⑤ ボタンをクリック

⑥ 操作を終了するときは， の[ステートメント編集]
メニューを再度選択
ステートメントを入力した場合，入力内容をプロ
グラムに反映させるために，プログラムの「変換」
を行う必要があります。「変換」については下記
ページを参照してください。

「 プログラミングする -プログラムを変換す
る」(P.18)

①

Point

ステートメントには以下の 2種類があります。

●「一体ステートメント」
CPUユニットに対しての書込み／読出しがで
きます。

●「周辺ステートメント」
CPU ユニットには書き込まないため，CPU
ユニットのプログラムメモリ容量を節約でき
ます。プログラム上では先頭に “*” が付加
されます。

②

③

④ ⑤

①

6
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■ ノートの作成操作

操作手順
① メニュー [ 編集 ] → [ 文書作成 ] → [ ノート編集 ]
を選択

② ノートを入力する出力命令をダブルクリック

③「一体」を選択

④ ノートを入力

⑤ ボタンをクリック

⑥ 操作を終了するときは， の [ ノート編集 ] メ
ニューを再度選択
ノートを入力した場合，入力内容をプログラムに
反映させるために，プログラムの「変換」を行う
必要があります。「変換」については下記ページを
参照してください。

「 プログラミングする -プログラムを変換す
る」(P.18)

①

Point

ノートには以下の 2種類があります。

●「一体ノート」
CPU ユニットに対しての書込み／読出し
ができます。

●「周辺ノート」
CPU ユニットに書き込まないため，CPU ユ
ニットのプログラムメモリ容量を節約できま
す。プログラム上では先頭に “*” が付加さ
れます。

②

③

④ ⑤

①

6
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デバイスの値や状態をモニタする＜デバイスモニタ＞
デバイスモニタには，次の２種類があります。

■ デバイス一括モニタ
先頭デバイス番号を指定して連続するデバイスをモニタします。

操作手順
① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ デバイ
ス／バッファメモリ一括モニタ ]を選択

② モニタするデバイスの先頭番号を入力し
キー

デバイスの値や接点・コイルのON/OFF 状態が表
示されます。

③ をクリックして画面を閉じる

種類 用途

デバイス一括モニタ 1種類の連続するデバイスをモニタする場合に使用します。

デバイス登録モニタ 回路中の離れた位置にあるデバイスや，多種類のデバイス
を 1画面で同時にモニタする場合に使用します。

①

②

③
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■ デバイス登録モニタ
デバイス登録モニタを行うときのデバイス登録方法には，任意デバイスを登録する場合と，回路モニ
タ表示中にデバイスを登録する方法があります。デバイスの状態は，ウォッチウィンドウに表示でき
ます。

＜任意デバイスの登録＞

ここではウォッチ 1 ウィンドウに任意のデバイス
を登録します。

① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ
開始（全ウィンドウ）]を選択

② メニュー [表示 ] → [ ドッキングウィンドウ ]→
[ ウォッチ 1]を選択

※画面下にウォッチ1ウィンドウが表示されます。

③「デバイス／ラベル」欄をダブルクリック

④ 登録するデバイス／ラベルを入力し  キー

 

⑤ メニュー[オンライン ]→ [ ウォッチ ]→ [ ウォッ
チ開始 ]を選択

デバイスの値や接点・コイルのON/OFF 状態が表
示されます。

②

③

④

⑤
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＜回路モニタ表示中のデバイス登録＞

回路モニタ画面で，回路図を範囲指定し，この部
分にあるデバイスを一括してデバイス登録しま
す。

① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ
開始（全ウィンドウ）]を選択

② メニュー [表示 ] → [ ドッキングウィンドウ ]→
[ ウォッチ 1] を選択

③ 回路の始点をクリック

④ キーを押しながら終点をクリック→範囲
が選択される

ウォッチウィンドウにデバイスを登録します。

⑤ 回路画面上で右クリックし［ウォッチウィンドウ
へ登録］を選択

登録したデバイスの値をモニタします。

⑥ メニュー[オンライン ]→ [ ウォッチ ]→ [ ウォッ
チ開始 ]を選択

②

③

④

⑤

⑥
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デバイスの値を変更する＜デバイステスト＞
CPUユニットのビットデバイス（X,Y）を強制的にON/OFF，またはワードデバイス（T,C,D など）
の現在値を指定した値に変更します。

■ ビットデバイスの強制ON/OFF
CPUユニットのビットデバイス（X,Y）を強制的にON/OFF します。

操作手順
① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ
開始（全ウィンドウ）]を選択

② メニュー[デバッグ ]→ [ 強制入出力登録／解除 ]

③ 強制ON/OFF するデバイス番号を入力

④ デバイスをON/OFF させる
[ 強制ON登録 ]：デバイスをON
[ 強制OFF登録 ]：デバイスをOFF
[ 登録解除 ]：指定したデバイスの登録を解除

②

③
④



36

■ ワードデバイスの現在値変更
CPUユニットのワードデバイス（T，C，D など）の現在値を，指定した値に変更します。

操作手順
① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ
開始（全ウィンドウ）]を選択

② メニュー [デバッグ ]→ [ 現在値変更 ]を選択

③ 変更するデバイス番号を入力

④ データ型を選択

⑤ 変更する値を入力

⑥ ボタンをクリック

①

②

③
④

⑤
⑥
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実行中のプログラムを変更する＜RUN中書込＞
CPUユニットがRUN状態のときに修正した回路部分のみを，CPUユニットに書き込みます。

プログラム全体を転送しないため，短時間でプログラムを書き込むことができます。

以下の回路に接点を追加する例で説明します。

操作手順
① 回路を表示する

② 接点を追加

③ メニュー[変換／コンパイル ]→ [ 変換＋RUN中
書込 ]を選択

④ ボタンをクリック

RUN中書込が正常に完了すると，以下の画面が
表示されます。

⑤ ボタンをクリック

回路ブロックがグレー表示されます。

②

修正前の CPU ユニット内のプログラムと GX
Works2 内のプログラムが一致していないと
RUN 中書込が行えません。一致するか不明なと
きは，事前に照合するか，「PC 読出」を行って
から回路変更してください。

Point

オプション設定で「回路編集モード（読出，書
込，モニタ，モニタ ( 書込））を切り替えて使用
する」がチェックされている場合，「読出モード」
または「モニタモード」が選択されていると回路
の編集ができません。
メニュー［編集］→［回路編集モード］→［書込
モード］を選択すると回路が編集できるようにな
ります。

④

⑤
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エラー内容を確認する＜エラー JUMP＞
トラブルが発生した場合，PC診断で内容を確認し，エラー JUMPで対応するシーケンスプログラム
のステップNo. へジャンプできます。

■ PC診断
PC診断で，発生したエラーの内容を確認することができます。

操作手順
① メニュー [診断 ] → [PC診断 ] を選択

PC診断画面（例）

② 現在のエラー，またはエラー履歴の を
クリック

エラーヘルプ画面（例）
エラーの内容や，処置方法が表示されます。

①

②
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■ エラー JUMP
PC診断のエラー JUMPを使用すると，エラー内容が簡単に確認できます。

操作手順
① メニュー [診断 ] → [PC診断 ] を選択

② をクリック

選択しているエラーに対応するシーケンスプログ
ラムのステップ番号に，カーソルがJUMPします。

①

②



40

システム状態をモニタする＜システムモニタ＞
システムモニタでは，CPUユニットやユニットのシステム状態をモニタすることができます。

操作手順
メニュー [診断 ] → [ システムモニタ ]を選択 「システムモニタ」画面が表示されます。

① 基本ベース

② 選択ユニットに対する操作

③ 接続先経路

④ ベース情報一覧

⑤ ユニット情報一覧

①

④

③
②

⑤

No. 内容

① 基本ベース：ユニットの動作状態，I/O アドレスが表示されます。

② 選択ユニットに対する操作：選択したユニットの I/Oや形名が表示されます。

③ 接続先経路：設定している接続先の情報が表示されます。

④ ベース情報一覧：ベースの情報が表示されます。

⑤ ユニット情報一覧：選択したユニットの形名，種別，先頭 I/Oなどが表示されます。
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Point

●「システムモニタ」画面から各ユニットの情報を確認することができます。

CPUユニットをダブルクリック
→「PC診断」画面が表示され，CPUユニットの動作状態が
　確認できます。

各ユニット（CPU，電源を除く）をダブルクリック
→「ユニット詳細情報」画面が表示され，各ユニットの動作状態が
  確認できます。内蔵I/Oも確認できます。
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Windows は，米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。
本文中で，商標記号 ( ™ , ®) は明記していない場合があります。
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